







































の「春暁」と明・高啓の「尋胡隠君」の 2 首が掲載されている。また加藤虎之亮編『皇国漢文 巻四』（中























































































　中国・明代の『唐詩画譜』は 1 首に 1 葉を用意するが、「春暁」詩では表半葉の画に対して、詩は裏の





















敷いている。木の種類は特定できない。全画面の左 4 分の 1 程度に縦の線を引いて「春暁」詩が大きく
























































































































































　　鶯 2 名、雀 2 名、ホトトギス 1 名
　 鳥の種類以外の回答
　　小鳥 4 名、鳥 3 名、二、三羽の鳥 2 名
　 花について具体的な種類があがったもの
　　桜 5 名、梅 3 名
　 花の種類以外の回答










































































23 高橋幸吉「新<起承転結> 考 I」（『メディア・コミュニケーション研究』55、2009年）など、「春暁」
詩の起承転結を取り上げる文章は多い。
24 ちなみに⑦第一学習社『国語総合』327においても、「唐詩の世界」単元末の「言語活動」のコーナー
は「漢詩と訳詩を読み比べる」として、「静夜思」詩と「春暁」詩についてそれぞれ土岐善麿と井伏
鱒二との訳詩を掲載している。
25 『漢語の知識』（岩波ジュニア新書、1981年）からの掲載である。
12
国語教科書における漢詩「春暁」をめぐって
